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東日本大震災並びに東京電力福島第一原子力発電所事故から間も

なく１０年を迎えます。 

この間、原子力災害は未だ収束せず、今なお帰還困難区域で生活

を営んできた多くの住民が故郷への帰還も出来ぬまま、辛く苦しい

避難生活を続けております。 

帰還困難区域の一部では、特定復興再生拠点区域が設定され、除

染・解体をはじめとする避難指示解除に向けた取組が開始されるな

ど、住民の帰還や地域の復興に向けて、ようやく光が見えてまいり

ましたが、計画から取り残された区域は、故郷の荒廃していく姿を

目の当たりにせざるを得ない、再生に向けて自らどうすることもで

きないなど、帰還困難区域内における分断が生じています。 

故郷の将来に見通しの立たない拠点区域外の住民の心情は、未だ

３．１１のままであり、日々その問題に苦しんでおります。 

「故郷に帰りたい」、「先祖から代々受け継いできた家や土地を元

に戻したい」、「自分の生きている間に、“いつまでに避難指示解除

する”という方針だけでも示してほしい」などの悲痛な声を毎日の

ようにいただいております。 

政府においても、令和２年１２月２５日に示した「特定復興再生

拠点区域外の土地活用に向けた避難指示解除について」の中で、

「（拠点区域外の）帰還・居住に向けた避難指示解除という従前か

らの強い意向については、別途の対応が必要となる。」と言及のあ

ったところです。 

つきましては、震災１０年の節目として、帰還困難区域全域の復

興・再生に向けて、次のとおり強く要望いたします。 

  



１ 特定復興再生拠点区域外の帰還困難区域の避難指示解除に向け

た具体的な方針の明示 

特定復興再生拠点区域外の帰還困難区域（以下、「拠点区域外」

という。）の将来について、住民は大変不安を募らせている。拠点

区域外の避難指示解除について、時間軸を示した具体的な方針を

示すこと。 

なお、一部の特定復興再生拠点区域は、令和４年春頃の避難指

示解除を目標としており、令和３年度の中頃には住民との協議を

開始する予定である。 

この協議では、特定復興再生拠点区域のみならず、帰還困難区

域全域の避難指示解除及び復興・再生についても、住民から説明

を求められるため、この問いに答えられなければ住民の理解を得

ることが困難になる。 

ついては、拠点区域外の方針を遅くとも令和３年６月までには

明示すること。 

 

２ 特定復興再生拠点区域復興再生計画の区域拡大 

長期避難を強いられている拠点区域外の住民の思いを汲み取

り、当初認定した区域に捉われることなく、復興の進度に応じ

て、逐次区域拡大の認定を行うこと。 

 

３ 拠点区域外の除染・家屋解体等の実施 

  拠点区域外の荒廃は日を追うごとに進んでおり、家屋などで火

災が発生する恐れがあるなど、拠点区域外の建物を現状のまま放

置しておくことはできない。 

  また、拠点区域外が家屋解体の対象となっていないことによ



り、本来支給されるべき被災者生活再建支援金が支給されていな

い。 

さらには、「自宅が朽ちていく様を見ていられないので解体して

ほしい」、「いつまで除染を待てばよいのか」などの声をいただい

ており、多くの所有者から悲痛な声が寄せられているものの、何

も答えることが出来ない。 

ついては、時間軸を示しつつ、拠点区域外の除染・家屋解体並

びに除草・伐木等の荒廃抑制対策を実施すること。 

 

以上 


